
広報

新年明けましておめでとうございます
今年も伸び伸び元気良く

　12月17日に、江ノ口児童館でふれあいこどもクラブの児童たちが餅つき大会を行いました。
　蒸し上がった餅米の甘い香りが辺り一面に漂うなか、児童は先生や友だちの掛け声に合わせ、リズム良くきねを振り下ろし
ていました。
　児童たちは自分でついた餅をほおばると、「すごく柔らかい」「おいしい」と満面の笑みで歓声を上げ、一足早い正月気分を�
味わいました。
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住 民 の 動 き
平成29年12月末現在（　）内は前月比
人　口… 35,149人…（−36） 15歳未満… 5,374人…（−18）

65歳以上… 8,063人…（±０）

平均年齢… 43.1歳

　男… 16,948人…（−23）

　女… 18,201人…（−13）

世帯数… 14,162戸…（±０）
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
平
成
30
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
迎

え
、
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
か
ら

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
昨
年
11
月
の
町
長
選
挙
に
お
き

ま
し
て
、
無
投
票
当
選
の
栄
を
賜
り
、
藍

住
町
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
皆
様
方
の
温
か
い
ご
支
援
に
厚
く
お

礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
感
激
と
と
も
に
責
任

の
重
大
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ

り
、
藍
住
町
の
更
な
る
発
展
の
た
め
に
全

身
全
霊
を
傾
け
、
町
政
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

さ
て
、
年
頭
に
当
た
り
、
藍
住
町
の
現

在
実
施
し
て
お
り
ま
す
主
な
事
業
の
状
況

と
、私
の
町
政
に
臨
む
姿
勢
を
申
し
上
げ
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

昨
年
、
徳
島
県
か
ら
中
央
構
造
線
・
活

断
層
地
震
の
被
害
想
定
が
発
表
さ
れ
、
藍

住
町
で
は
、津
波
の
被
害
は
な
い
も
の
の
、

揺
れ
や
火
災
に
よ
る
建
物
や
人
的
被
害
が

甚
大
で
あ
る
と
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
を
は
じ
め
各

種
計
画
の
見
直
し
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
こ
の
度
の
被
害
想
定
を
反
映
さ

せ
、
防
災
・
減
災
対
策
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」に
基

づ
く
地
方
版
総
合
戦
略
の
一
環
と
し
て
、

小
中
学
校
で
の
赤
ち
ゃ
ん
先
生
授
業
や
藍

の
魅
力
発
信
事
業
、
イ
ン
デ
ィ
ゴ
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
２
０
１
７
を
開
催
し
好
評
を
博
し

ま
し
た
。

　

本
年
も
こ
う
し
た
事
業
を
引
き
続
き
実

施
し
、
豊
か
な
教
育
と
藍
の
魅
力
を
打
ち

出
し
た
町
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
保

育
所
の
認
可
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
増

設
を
進
め
る
な
ど
、
引
き
続
き
、
待
機
児

童
の
解
消
な
ど
子
ど
も
を
安
心
し
て
育
て

る
こ
と
が
で
き
る
体
制
整
備
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

各
小
学
校
で
進
め
て
お
り
ま
し
た
空
調

機
器
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
４
つ
の
小
学

校
の
合
計
95
部
屋
に
お
い
て
完
了
い
た
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
小
学
校
、
中
学
校

の
各
ク
ラ
ス
に
は
全
て
空
調
機
器
が
整
備

さ
れ
た
こ
と
に
な
り
、
よ
り
快
適
な
環
境

に
お
い
て
、
今
ま
で
以
上
に
勉
学
に
励
ん

で
い
た
だ
け
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま

す
。

　
（
仮
称
）藍
住
町
文
化
ホ
ー
ル
公
共
施
設

複
合
化
事
業
に
つ
い
て
は
、
相
次
ぐ
入
札

の
不
調
に
よ
り
、
皆
様
方
に
は
、
大
変
ご

心
配
を
お
掛
け
い
た
し
ま
し
た
が
、
ご
存

じ
の
と
お
り
、
昨
年
３
月
に
契
約
を
締
結

し
４
月
に
は
着
工
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
現
在
は
、
鉄
骨
建
て
方
に
入
っ
て
お

り
、
平
成
31
年
３
月
の
竣
工
に
向
け
順
調

に
進
捗
し
て
お
り
ま
す
。
工
事
期
間
が
長

く
、
住
民
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け

し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
も
安
全
面
に
十

分
配
慮
し
な
が
ら
工
事
を
進
め
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

消
費
者
行
政
に
関
し
て
は
、
昨
年
６
月

１
日
に
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
内
に「
藍
住

町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
」を
開
設
し
ま
し

た
。
開
設
以
来
、
セ
ン
タ
ー
へ
の
新
規
相

談
件
数
は
毎
月
10
数
件
程
度
、
継
続
相
談

件
数
は
毎
月
30
件
程
度
と
な
っ
て
い
ま

す
。
振
込
詐
欺
の
手
口
も
巧
妙
な
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ト
ラ
ブ
ル
相
談
な

ど
町
民
の
皆
様
の
安
全
、
安
心
が
確
保
さ

れ
る
体
制
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
は
、
こ
れ
か
ら
の
町
政
運
営
に
当
た

り
、
人
口
の
維
持
増
加
に
つ
な
が
る
施
策

を
積
極
的
に
展
開
し
、
誰
も
が
今
以
上
に

魅
力
を
感
じ
る
藍
住
町
に
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
教
育
や
福
祉
の
充
実
、
産
業

の
振
興
、
ま
た
、
防
災
対
策
に
取
り
組
み
、

活
力
あ
る
自
立
し
た
町
づ
く
り
を
、
そ
し

て
安
全
・
安
心
な
町
づ
く
り
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
お
力
添
え

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
し
て
何
よ
り
も
、
今
年
１
年
が
町
民

の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
夢
と
希
望
に
満

ち
あ
ふ
れ
た
、
す
ば
ら
し
い
年
と
な
り
ま

す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
り

藍
住
町
長　

髙
　
橋
　
英
　
夫

新
年
の
あ
い
さ
つ
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新
年
を
迎
え
て

藍
住
町
議
会
議
長　

奥
　
村
　
晴
　
明

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

平
成
30
年
の
新
春
を
お
迎
え
に
な
ら
れ

ま
し
た
町
民
の
皆
様
に
、
心
か
ら
お
喜
び

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
中
は
、
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
議
会
活
動
に
精
励
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
、
心
か
ら
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

国
内
景
気
は
、
雇
用
・
所
得
環
境
の
改

善
が
続
く
中
で
、
各
種
政
策
の
効
果
も

あ
っ
て
、
緩
や
か
な
回
復
に
向
か
う
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
政
府
は
、
デ
フ
レ
か

ら
の
脱
却
を
確
実
な
も
の
と
し
、
経
済
再

生
と
財
政
健
全
化
の
双
方
を
同
時
に
実
現

し
て
い
く
た
め
、
引
き
続
き
各
種
政
策
の

実
施
に
よ
り
賃
上
げ
・
雇
用
環
境
の
更
な

る
改
善
等
に
つ
な
げ
、
地
域
や
中
小
・
小

規
模
事
業
者
も
含
め
た
経
済
の
好
循
環
の

更
な
る
拡
大
を
実
現
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

我
が
藍
住
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
大
型

店
舗
の
開
業
な
ど
活
気
の
あ
る
町
と
し
て

注
目
さ
れ
、
昨
年
に
は
、
人
口
3
万
5
千

人
を
超
え
、
徳
島
県
内
で
数
少
な
い
人
口

増
加
の
町
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
本
町
に
お
い
て
も
、
少
子
高
齢
化
へ

の
対
応
や
防
災
対
策
を
は
じ
め
、
教
育
・

文
化
の
向
上
、
福
祉
の
充
実
、
生
活
環
境

の
整
備
な
ど
多
く
の
課
題
も
山
積
し
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
行
政
需
要
に
適
切
に
対
応

す
る
と
と
も
に
、
安
定
し
た
町
政
運
営
に

向
け
て
、
引
き
続
き
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
ま
い
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

昨
年
は
、
4
期
務
め
ら
れ
た
石
川
町
長

が
退
任
し
、
髙
橋
町
長
が
就
任
さ
れ
ま
し

た
。
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
今
後
の

町
政
運
営
に
つ
い
て
の
監
視
機
能
、
代
替

案
提
示
等
の
機
能
を
果
た
す
こ
と
は
い
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
議
会
と
し
て
の

議
論
を
深
め
理
事
者
へ
の
提
言
を
通
し
て

町
民
の
声
を
施
策
に
反
映
さ
せ
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ど
う
か
本
年
も
町
議
会
に
対
し
、
一
層

の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま

し
て
す
ば
ら
し
い
、
幸
多
い
年
と
な
り
ま

す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年

の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

11
日

上
程
議
案
等

◆�

平
成
29
年
度
藍
住
町
一
般
会
計
補
正
予
算

◆�

平
成
29
年
度
藍
住
町
特
別
会
計（
国
民
健

康
保
険
事
業
）補
正
予
算

◆�

平
成
29
年
度
藍
住
町
特
別
会
計（
介
護
保

険
事
業
）補
正
予
算

◆�

平
成
29
年
度
藍
住
町
特
別
会
計（
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
）補
正
予
算

◆�

平
成
29
年
度
藍
住
町
特
別
会
計（
後
期
高

齢
者
医
療
事
業
）補
正
予
算

◆�

藍
住
町
の
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

◆�

藍
住
町
水
防
団
に
関
す
る
条
例
の
制
定

◆�

徳
島
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約
の
変
更

19
日

一
般
質
問

◆�

林
茂
議
員
、
小
川
幸
英
議
員
、
西
岡
恵
子

議
員
の
3
氏
が
登
壇
、
行
政
全
般
に
関
す

る
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

22
日

上
程
議
案
等

◆�

藍
住
町
副
町
長
選
任
の
同
意

※�

一
般
質
問
及
び
議
員
提
案
の
内
容
は
2
月

発
行
予
定
の「
議
会
だ
よ
り
」で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
平
成
29
年
第
4
回
議
会
定
例
会
は

12
月
11
日
に
開
会
し
、
町
長
提
案
９

議
案
及
び
議
員
提
案
21
議
案
を
可
決

し
、
22
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

12月議会

副
町
長
に
奥
田
氏
を
選
任

　

議
会
最
終
日
の
22
日
、不
在
と
な
っ

て
い
た
副
町
長
に
奥
田
浩
志
氏
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

任
　
期　
平
成
30
年
１
月
１
日
〜

平
成
33
年
12
月
31
日

人
　
事
　
異
　
動

　

１
月
１
日
付
け
で
職
員
の
人
事
異

動
を
行
い
ま
し
た
。

※（　

）内
は
旧
職

異
動
者

　
◆
出
納
室
長

　
　

石
川��

洋
至（
生
活
環
境
課
長
）

　
◆
生
活
環
境
課
長

　
　

東
條��

芳
重（
生
活
環
境
課
主
幹
）

奥田 浩志�氏
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後期高齢者医療制度保険料の
お支払方法が変更できます

給与支払報告書の提出はお早めに
　会社や個人事業主が人を雇って給与を支払った場合、翌年の1月31日までに市町村へ「給与支払報告書」を
提出することが法律により義務付けられています。
　また、給与を受け取った方がすでに退職している場合でも、原則として市町村への「給与支払報告書」の 
提出が必要となります。
　提出しなかった場合や、虚偽の記載をした報告書を提出した場合は、1年以下の懲役又は50万円以下の 
罰金に処される可能性がありますので、ご注意ください。
　なお、平成31年度から、原則全ての事業者が、個人住民税の特別徴収義務者となります（「徳島県統一基準」
の普通徴収に該当する場合を除く）。ご対応をお願いします。

源泉徴収票は大切に保管してください
　会社や個人事業主から給与の支払を受けた場合は、給与の支払者から源泉徴収票を必ず交付してもらって
ください。
　また、給与の支払者は、請求の有無を問わず、法の規定により源泉徴収票を必ず交付しなければなりません。
　なお、確定申告など税に関する手続をする際に源泉徴収票を紛失していると再発行が必要となる場合があ
りますので、交付された源泉徴収票は大切に保管すると同時に、記載内容に誤りがないか確認してください。

問 税務課（☎637・3117）

　 　 　税務課からのお知らせ　 　 　

　後期高齢者医療保険料は、原則として特別徴収(年金から天引き）
による納付となりますが、特別徴収の対象者であっても普通徴収 

（口座振替）による納付を選択することができます。
　口座振替を希望される方は1月26日（金）までに健康推進課で申請
手続をお願いします。
申請に必要なもの
①後期高齢者医療被保険者証
②預金通帳
③通帳の届出印
※ 提出期限を過ぎても申出により口座振替へ変更できますが、提出時

期によって特別徴収の停止時期が異なりますので、ご注意ください。
※口座契約だけでは特別徴収を停止することができません。
※特別徴収を希望される方は、届出の必要はありません。
※ 後期高齢者医療保険料の納付状況によっては、特別徴収になる 

場合があります。

問 健康推進課（☎637・3115）

今
月
の
納
税

　

１
月
は
、
町
県
民
税（
４
期
）・
国
民

健
康
保
険
税（
７
期
）の
納
付
月
で
す
。

　

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

納
期
限
は
、1

月
31
日（
水
）で
す
。

※�

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
前
日

ま
で
に
口
座
へ
ご
入
金
く
だ
さ
い
。

問 

税
務
課︵
☎
６
３
７・３
１
１
７
︶

今
月
の
保
険
料
の

納
付
の
お
知
ら
せ

　

1
月
は
介
護
保
険
料（
7
期
）と
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料（
６
期
）の
納
付
月

で
す
。

　

普
通
徴
収
の
方
の
納
期
限
は
、

1
月
31
日（
水
）で
す
。

※�

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
前
日

ま
で
に
口
座
へ
ご
入
金
く
だ
さ
い
。

問�

健
康
推
進
課︵
☎
６
３
７・３
１
１
５
︶

役
場
業
務
時
間
外
の

電
話
対
応
が
変
わ
り
ま
す

　

平
成
30
年
4
月
か
ら
、
業
務
時
間
外

（
午
後
5
時
15
分
以
降
）の
電
話
対
応
を

自
動
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
変
更
し
ま
す
。

　

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

地域親子会活動
補助金制度

　地域で活動している親子会に対し
て、補助金を交付します。
補助金交付の条件
・会員が30名(15家族)以上
・ 年間事業計画書を作成し、総会で

承認を得ること｡ また、年度末には、
事業完了報告書を提出すること｡

※ 補助金の額は、年間の活動経費の
2分の1以内で、20,000円を上限
とします。

※ 平成29年度に活動されている団
体についても対象となります。

※ 補助金交付申請書は、教育委員会
に備えています。詳細は、お問い
合わせください。
問 教育委員会（☎637・3128）

ご用の方は、
業務時間内に
お電話ください。
よろしくお願い
します。
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●「復興特別所得税額」欄の記載漏れにご注意ください！
　平成25年分から平成49年分までの各年分の確定申告（還付申告の場合も含む）については、所得税と復興特別所
得税を併せて申告・納付することとされています。
●医療費控除の改正
　平成29年分の確定申告から、医療費の領収書等を添付又は提示する代わりに、「医療費控除の明細書」（新様式。国
税庁ホームページからダウンロードできます）の添付が必要となりました。
※医療費の領収書はご自宅で５年間保存し、税務署から求められたときは、提示又は提出します。
※ 平成29年分から平成31年分までの確定申告については、これまでどおり医療費の領収書の添付又は提示によるこ

ともできます。
●確定申告書等へのマイナンバーの記載と本人確認
　平成28年分以降の確定申告書等の提出の際には、「マイナンバー」の記載と「本人確認書類」の提示又は写しの添付
が必要です（本人確認書類については、原本を添付しないようご注意ください）。
　本人確認書類＝例①「マイナンバーカード」、例②「マイナンバー通知カード」+「身分証明書」
●贈与税の申告をお忘れなく
　平成29年1月1日から12月31日までの1年間に、個人からもらった財産の価額が110万円を超えると、申告期限ま
でに贈与税の申告と納税が必要となります。
　なお、贈与により取得した財産について、①相続時精算課税制度、②住宅取得等資金の非課税制度の特例等の適
用を受ける場合には、申告期限までに贈与税の申告が必要です。
●国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」をぜひご利用ください
　画面の案内に従って該当項目を入力すれば、所得税、復興特別所得税、贈与税、消費税及び地方消費税の確定
申告書や青色申告決算書等を作成することができます。
　作成した申告書等は電子申告（e-Tax）するか、印刷して郵送などにより税務署に提出できます。
●平成29年分の確定申告期限・納税期限 ●鳴門税務署の確定申告会場の開設期間等

税　　　　目 申告期限・納税期限 開設期間 受付時間 申告相談時間 提出書類受付時間
所得税及び復興特別所得税 3月15日（木） 2月16日（金）

〜

3月15日（木）

午前8時30分

〜

午後4時

午前9時
〜

午後5時

午前8時30分

〜

午後5時
個人の消費税及び地方消費税 4月2日（月）
贈 与 税 3月15日（木）

●振替納税をご利用の方の振替納付日 場所：鳴門税務署1階会議室／鳴門市撫養町南浜字東浜39番地3
※ 申告相談にこられる方は、2月16日（金）以降にお越しください（土・日を除く）。
※混雑状況により受付を午後4時より前に締め切る場合があります。
※駐車場が大変混雑いたしますので公共交通機関をご利用ください。

税　　　　目 振　　替　　日
所得税及び復興特別所得税 4月20日（金）
個人の消費税及び地方消費税 4月25日（水）

 　※あらかじめ指定された預貯金口座の残高のご確認をお願いします。

問 税金に関するご相談は、鳴門税務署（☎685・4101）　ｅ-Ｔａｘ・作成コーナーヘルプデスク（☎0570-01-5901）
　　マイナンバー総合フリーダイヤル（☎0120－95－0178）

税務署から確定申告等のお知らせ  鳴門税務署（☎685・4101）

ワ
ン
ニ
ャ
ン

だ
よ
り
65
　

〜
犬
・
猫
の
フ
ン
尿
は

後
処
理
を
し
ま
し
ょ
う
〜

　
道
路
・
公
園
な
ど
の
公
共
の
場
や
、

他
人
の
土
地
な
ど
に
犬
・
猫
の
フ
ン
や

尿
が
放
置
さ
れ
、
苦
情
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

　
フ
ン
尿
の
放
置
は
不
衛
生
で
す
。
飼

い
主
が
責
任
を
持
っ
て
、
フ
ン
は
自
宅
に

持
ち
帰
り
、
尿
は
水
を
入
れ
た
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
等
を
持
ち
歩
き
、
き
れ
い
に
洗

い
流
し
ま
し
ょ
う
。

○�

道
路
や
公
園
な
ど
は
、
犬
や
猫
の
ト

イ
レ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○�

自
宅
の
敷
地
内
で
排
せ
つ
さ
せ
る
習

慣
を
つ
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　
快
適
な
生
活
環
境
を
つ
く
る
た
め
に
、

飼
い
主
が
自
覚
と
責
任
あ
る
行
動
を
お

願
い
し
ま
す
。

問 

生
活
環
境
課（
☎
６
３
７・３
１
１
６
）

徳島県の最低賃金
◎徳島県最低賃金
　　時 　 間 　 額　740円
　　【発　効　日】　平成29年10月5日
◎特定最低賃金

産業名 時間額 発効日

造作材·合板·建築用組立材料製造業 840円

平成29年
12月21日

はん用機械器具、生産用機械器具、業
務用機械器具製造業 877円
電子部品・デバイス・電子回路、電気
機械器具、情報通信機械器具製造業 841円

最低賃金をチェックしましょう。 
くお問合せ先>
　徳島労働局労働基準部賃金室 ☎652・9165
　又は最寄りの労働基準監督署へ ファクシミリ622・3570
　http://tokushima-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp
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婦
人
が
ん
検
診
は

３
月
末
ま
で
で
す

～
受
診
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

お
早
め
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
～

　

働
き
盛
り
の
女
性
に
子
宮
頸
が
ん
・

乳
が
ん
の
発
症
が
増
え
て
い
ま
す
。
検

診
は
、
が
ん
を
早
期
発
見
で
き
る
唯
一の

方
法
で
す（
対
象
者
に
は
、
昨
年
6
月
末

に
受
診
券
と
委
託
医
療
機
関
一
覧
表
を

送
付
し
て
い
ま
す
）。

※�

町
に
住
民
登
録
を
さ
れ
て
お
り
、
次

の
要
件
に
該
当
す
る
方
が
対
象
者
と

な
り
ま
す
。

●
子
宮
頸
が
ん
検
診

　
①
町
の
一
般
検
診

　
　
対
象
者　

�

20
歳
以
上
の
方
で
平
成

28
年
度
子
宮
頸
が
ん
検

診
未
受
診
者

　
　
検
診
料　
１
２
０
０
円

　
②
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
事
業
に
よ
る
検
診

　
　

 

平
成
8
年
4
月
2
日
〜
平
成
9
年

4
月
1
日
生
ま
れ
の
方

●
乳
が
ん
検
診

　
①
町
の
一
般
検
診

　
　
対
象
者　

 

40
歳
以
上
の
方
で
平
成

28
年
度
乳
が
ん
検
診
未

受
診
者

　
　
検
診
料　
１
５
０
０
円

　
②
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
事
業
に
よ
る
検
診

　
　

 

昭
和
51
年
4
月
2
日
〜
昭
和
52
年

4
月
1
日
生
ま
れ
の
方

※ 
有
効
期
限
：
3
月
31
日（
土
）ま
で

　

�

受
診
券
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、�

再
発
行
し
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問 

保
健
セ
ン
タ
ー︵
☎
６
９
２・８
６
５
８
︶

 平成30年度放課後健全育成事業（児童クラブ）
対象児童 	 	保護者が就労等により昼間家庭にいない町内の小学校に就学している1年生から6年生まで

（勝瑞児童クラブは1年生から3年生まで）の児童

実施場所 	 富吉児童館　勝瑞児童館　奥野児童館　住吉児童館　西部児童館

利用開始 	 平成30年4月2日（月）から

利用日時 	 小学校登校日　放課後〜午後7時
	 小学校休業日　午前7時30分〜午後7時
	 （日・祝日・年末年始除く）
利用料 	 月額5,000円

受付期間 	 1月22日（月）〜1月31日（水）　午前9時〜午後6時（日曜日を除く）

必要書類 	 申請書、就労・内職証明書等

受付場所 	 児童クラブを実施する各児童館
※詳細は実施要領をご覧ください。
※必要書類は各児童館、幼稚園、福祉課に備えています。また、町ホームページからもダウンロードできます。
※申込多数のときは入会判定基準により入会決定を行います（申込順ではありません）。
※受付期間以降も随時受付は行いますが、4月からの利用ができない場合があります。
※午後６時以降は延長利用となり別途申請が必要です。申請書は各児童館に備えています。
※長期休暇中のみの利用については、児童クラブの運営に支障のない範囲とします。
問 福祉課（☎637・3114）

申込受付

【
20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
】

　

日
本
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の

全
て
の
方
は
国
民
年
金
に
加
入
し
、
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
国
民
年
金
は
、
老
後
の
生
活
保
障

だ
け
で
な
く
、
万
が
一
、
病
気
や
ケ
ガ

で
障
が
い
が
残
っ
た
と
き
、
家
族
の
働

き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
年
金
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　

加
入
の
届
出
や
保
険
料
の
納
め
忘
れ

が
あ
る
と
年
金
が
受
け
取
れ
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
20
歳
に
な
っ
た
ら

忘
れ
ず
に
国
民
年
金
の
加
入
手
続
を
し

ま
し
ょ
う（
20
歳
前
に
就
職
し
て
厚
生

年
金
等
に
加
入
中
の
方
は
、
加
入
手
続

は
不
要
で
す
）。

　

な
お
、
学
生
の
方
や
収
入
が
少
な
く

保
険
料
の
支
払
が
困
難
な
方
は「
学
生

納
付
特
例
制
度
」や「
保
険
料
免
除
・
納

付
猶
予
」な
ど
、
保
険
料
の
支
払
を
免

除
し
た
り
猶
予
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す

の
で
加
入
手
続
と
併
せ
て
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

問 

徳
島
北
年
金
事
務
所

　
　
　
︵
☎
６
５
５
・
０
２
０
０
︶

　
　
町
住
民
課

　
　
　
︵
☎
６
３
７
・
３
１
１
3
︶

ハ
〜
イ
こ
く
ね
ん
で
す
！

新
成
人
の
皆
さ
ん

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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　友好都市の山形県河北町から、旬の「ふじりんご」
が届きました。
　頂いたりんごは町内保育所の子どもたちのおや
つとして提供しました。中には蜜がたっぷり入っ
ていて、「甘酸っぱくておいしい」「もっと食べた
い！」とかわいい歓声を上げて喜んでいました。
　河北町の皆さん、旬の味覚をありがとうござい
ました。

問 生活環境課（☎ 637・3116）

藍
の
布
で
作
る

く
る
み
ブ
ロ
ー
チ

日　
時　
1
月
28
日（
日
）

　
　
　
　
午
前
10
時
か
ら・午
後
1
時
か
ら

内　
容　

 

藍
染
の
布
を
使
っ
て「
く
る
み

ブ
ロ
ー
チ
」を
作
り
ま
す
。

講　
師　

 

岡
久 

献
司
氏

　
　
　
　
（
リ
ミ
テ
ッ
ド
メ
イ
ド
）

参
加
費　
１
５
０
０
円 

3
つ
セ
ッ
ト

　
　
　
　
（
材
料
費
込
）

※ 

直
径
４
c サ
イ
ズ
の

　
く
る
み
ブ
ロ
ー
チ

　
で
す
。

※
3
つ
1
セ
ッ
ト

　
で
作
り
ま
す
。

藍
の
布
で
作
る 

あ
ず
ま
袋

日　
時　
2
月
18
日（
日
）

　
　
　
　
午
前
10
時
か
ら・午
後
1
時
か
ら

内　
容　

 

藍
染
め
し
た
手
ぬ
ぐ
い
で「
あ

ず
ま
袋
」を
作
り
ま
す
。

講　
師　

 

岡
久 

献
司
氏

　
　
　
　
（
リ
ミ
テ
ッ
ド
メ
イ
ド
） 

参
加
費　
２
千
円（
材
料
費
込
）

藍
染
の
布
花
で
つ
く
る

コ
サ
ー
ジ
ュ
づ
く
り

日　
時　
2
月
4
日（
日
）

　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
か
ら

　
　
　
　
午
後
1
時
か
ら

内　
容　

 

藍
染
を
し
た
布
花
に
レ
ー
ス

な
ど
を
縫
い
付
け
て
コ
サ
ー

ジ
ュ
を
作
り
ま
す
。

講　
師　
春
田 

真
紀
氏（
ラ
パ
ポ
ム
）

参
加
費　
１
６
０
０
円

　
　
　
　
（
材
料
費
込
）

　
共
通
事
項　

場　
所　
藍
の
館　
2
階

定　
員　
各
回
10
人（
申
込
順
）

※ 

参
加
者
と
付
添
1
人
分
の
入
館
料
は

町
が
負
担
し
ま
す
。

※ 

電
話
又
は
メ
ー
ル
で
申
し
込
み
で
き

ま
す
。

※ 

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

申・問

　
企
画
政
策
課（
☎
６
３
７・
３
１
２
４
）

　
Ｅ
メ
ー
ル（�kikaku@

aizum
i.

i-tokushim
a.jp

）

藍
の
館
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

環境ボランティアの
ご  紹  介

　河北町から
友好のりんごが届きました

　公募により登録いただいた環境ボランティアの
皆さんが町をきれいにしてくれています。
　11月には毎週2回、高速道路側道や吉野川堤防
小段等でごみ拾いなどの美化活動を実施しました。
　この活動は平成16年から14年間継続されてお
り、町内様々な場所がきれいになっています。
　ほかにも、きれいな町づくりを目指して頑張っ
ている団体や、児童館周辺の清掃活動や道路のご
み拾い活動を継続してくださっている方がたくさ
んいます。
　これからもきれいな町づくりに、皆さんのご協
力をお願いします。
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『にんじんパウダー・にんじんフレーク』レシピの
優秀賞作品を紹介します

笠　井　花　恋さん （藍住東中学校₂年）

紀　本　優羽衣さん （藍住西小学校₃年）

にんじん風味のウーピーパイ ～クリームサンド～優　秀　賞

にんじんホワイトシチュー優　秀　賞

＜材　料＞
・ホットケーキミックス…200g　・牛乳…100ｍｌ　・砂糖…50g　・バター…50g　・卵…1個
・にんじんパウダー…10g　・生クリーム…お好みで　・粉糖、にんじんパウダー（デコレーション用）
＜作り方＞
① バターを常温に戻し、砂糖とよく混ぜる。
② 卵の黄身を①に加え、よく混ぜる。
③ ②に卵の白身と牛乳を入れて混ぜる。
④ ホットケーキミックスとにんじんパウダーをふるいにかけて加える。
※①～④は生地
⑤ 天板にクッキングシートをしき、生地を丸くなるように並べる。
⑥ 予熱したオーブンで10～15分焼く。
⑦ 焼き上がり、冷ましたら生クリームをサンドする。
⑧ 表面に、にんじんパウダーや粉糖をふるいにかけてまぶせば、完成。

〈献立のいいところ、工夫したところ〉
・ 20：1でホットケーキミックスとにんじんパウダーを混ぜることで、ほんのりにんじんの風味がするので、
   にんじんの独特の匂いが少なくなります。
・粉糖やにんじんパウダーをまぶすことで、見た目もキレイになります。

＜材　料＞
・じゃがいも…₄個　・たまねぎ…₂個　・鶏肉…200g　・ピーマン…₂個
・にんじんパウダー　・にんじんチップ　・牛乳　・ホワイトシチューの粉
＜作り方＞
① たまねぎ、鶏肉、じゃがいも、ピーマンを炒める。
② 炒めたらそこに、材料が隠れるぐらい水を入れる。
③ しばらく煮込み、火が通ったら一度火を止め牛乳とホワイトシチューの
　 粉を入れて、弱火で煮込む。
④ にんじんパウダーとにんじんチップを入れる。
⑤ 少し煮込んでできあがり　お皿に入れて、ピーマンを添える。 （最後にチップを散らす。）

〈献立のいいところ、工夫したところ〉
・ チップを最後に、散らしました。

あ
い
ず
み
歴
史
散
歩

～
藍
の
故
郷
散
策
～

⑥
若に

ゃ
く
い
ち一

王
子
神
社

　
所
在
地
：
東
中
富
字
大
塚
傍
示

　

若
一
王
子
神
社
は
、
国く

に
の
と
こ
た
ち
の
み
こ
と

常
立
尊
、

伊い
ざ
な
ぎ
の
み
こ
と

弉
諾
尊
、
伊い

ざ
な
み
の
み
こ
と

弉
冉
尊
を
祭
神
と
し
て

お
り
、
13
世
紀
末
、
藤ふ

じ
わ
ら
か
ね
さ
と

原
兼
郷
が
勧か

ん
じ
ょ
う請

し
た
と
さ
れ
ま
す
。
中
富
川
の
合
戦
の

時
に
は
、
十そ

河ご
う

存ま
さ

保や
す

が
矢
上
城
か
ら
こ

の
神
社
ま
で
自
ら
駒
を
進
め
て
き
た
と

い
う
こ
と
で
す
。
神
社
は
、
こ
の
時
の

兵
火
で
焼
失
し
ま
し
た
。

　

昔
か
ら
阿
波
守
護
細
川
家
の
祀
る
と

こ
ろ
と
伝
え
ら
れ
、
つ
い
で
徳
島
藩
主

蜂
須
賀
氏
の
崇
敬
社
と
な
り
、
明
治
二

年
ま
で
米
五
升
ず
つ
の
寄
進
が
あ
り
ま

し
た
。
御
旅
所
が
現
吉
野
川
の
中
程
に

あ
り
、
そ
の
跡
と
し
て
井
戸
が
残
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。
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現地研修から学んだこと
～茨木市 茨木モスク キリシタン遺物資料館～

●藍住町スローガン●

守れ人権 許すな差別

人権標語 藍住中学校生徒作品

絶対に　あなたの笑顔　守るけん	 	 3 年	 美馬ほのか
声をかけ　話せば救える　人がいる	 	 3 年	 吉岡　航汰
一言で　その子にとっての　救世主	 	 2 年	 大和　拓海
後悔です　言えなかった　やめようと	 	 2 年	 森内　歩果
あなたは　いじめをなくす　ヒーローだ		 1 年	 吉海　　幸
どうしたの　手を差し出して　助ける勇気	 1 年	 八木　亜美

　11月23日、人権講座の現地研修で、大阪府茨木市にある茨木モスクとキリシタン遺物資料館に行ってきま
した。茨木市は、昔から大きな被差別部落があり、人権教育が盛んに行われてきた地域であるため、海外の
人への偏見が少なく、イスラム教のモスクや韓国の子どもたちが通う学校がある、国際色豊かな地域です。

茨木モスク
　茨木モスクでは、イマールと呼ばれる宣教師の方と、大阪芸術大学の北口学先生からイスラム教について
の話を聴きました。モスクとは、イスラム教の礼拝堂のことです。茨木モスクは2006年に、ムスリム（イスラ
ム教徒）の学生たちによって建てられました。まず、 「アスッサラーム　アレイコム（あなたに、幸せがありま
すように）」とあいさつをしてくれました。イスラムには、日本語の「おはようございます」 「こんにちは」 「こ
んばんは」のように使い分けることはありません。イスラム教と聞くと、食べ物の制限が多く、所構わず座っ
てお祈りをしたり、時にはテロのような危険なことをしたりする、良くない宗教というイメージを持ってい
る人もいるかもしれません。しかし、実際に話を聴くと、服従・平和・誠意・従順・アッラーへの帰依を信
念とし、勧誘や武力によって入信させることを認めていない宗教だということが分かりました。
　また参加者より、 「イスラム教は、身分差別のない平等な宗教だと言うが、一方で女性に対し、就労や学
業を制限するなど、女性蔑視のようにみえるが」という質問に対し、 「それこそが、他国・他宗教から見た価
値観での考え。イスラムの男性は、女性をとても大切にしており、他の人から見た女性蔑視と思えることは、
イスラムでは、女性を守ることであり、女性自らが行っていることでもある」と話してくれました。そして最
後に、「日本の人は、クリスマスなど、キリスト教のことはよく知っているが、イスラム教のことは、まだま
だ知られてない。これからは、イスラム教のことについても正しく知ってほしい」と話されていました。

キリシタン遺物資料館
　茨木市立キリシタン遺物資料館には、有名なフランシスコ・ザビエル肖像画と共に十字架が彫られた墓石
やペンダントトップなどがたくさん展示されていました。これらは大正８年、キリシタン研究家によって隠
れキリシタンの家の屋根裏や、千提寺地域の山林から発見されたものです。
この地域は、永禄６年から天正14年頃までキリシタンの一大中心地でした。
ところが、豊臣秀吉がキリシタン宗の布教を禁止し、さらに、徳川家康の時
代になるとキリシタン禁教令が発布されたため、信者たちだけではなく、そ
の縁者までもが死罪・流刑等の厳科に処せられました。また、近世の後期に
なっても隠れキリシタンだと分かると、被差別部落の地域へ住まわされ、厳
しい差別を受けました。こうしたことから信者たちは、表面は仏教を信仰し
ているように見せ、山奥で隠れるように信仰していました。信者が亡くなる
と、仏教の形式で葬式をし、真夜中に遺体を掘り起こして、密かにキリスト
教の形式で葬式をしたそうです。

　今回の研修では、多文化の共生ということを、深く考えることができました。自分の物差しで他人を見る
のではなく、相手の考えや思いを知り、理解しようとしたり、話し合ったりして歩み寄ることで、誰もがそ
の存在を大切にできる社会をつくっていきたいと思いました。

町人権教育推進協議会運営部会　椎野　実香



No 888広報あいずみ ■ 10

情　報
NOW
情　報
NOW

板
野
郡
人
権
教
育
研
修
会

　

人
権
教
育
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日

時　
１
月
17
日（
水
）

　
　
　
　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

場

所　
町
民
シ
ア
タ
ー（
役
場
４
階
）

講

師　
工
藤 

千
恵
氏

演

題　
「
性
暴
力
サ
バ
イ
バ
ー
の
闘
い
と

　
　
　
　

回
復
」

参
加
費　
無
料

講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

８
歳
の
時
に
、
誘
拐
に
遭
い
、
性
暴
力
被

害
に
遭
う
。

　

そ
の
後
、
非
行
・
自
傷
行
為
・
男
性
恐
怖

症
・
過
呼
吸
症
・
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
・
フ

ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
な
ど
、
様
々
な
経
験
と
生

き
辛
さ
を
乗
り
越
え
、今
を
幸
せ
に
生
き
る
。

　

被
害
者
も
加
害
者
も
生
ま
な
い
社
会
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
想
い
で
、
被
害
当
事

者
と
し
て
の
声
を
届
け
る
講
演
や
、
大
人
の

た
め
の
性
教
育
な
ど
を
全
国
で
伝
え
て
い
る
。

問 

教
育
委
員
会

（
☎
６
３
７・３
１
２
８
）

「
ワ
ー
ド
」「
エ
ク
セ
ル
」「
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
８
入
門
」講
座

日

時　
２
月
15
日（
木
）、
19
日（
月
）、

　
　
　
　

22
日（
木
）、
26
日（
月
）

　
　
　
　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
４
時

場

所　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

 （
役
場
４
階
）

対
象
者　
現
在
職
を
探
し
て
い
る
又
は
将
来

職
を
探
す
予
定
の
15
歳
～
39
歳
ま

で
の
方

※
義
務
教
育
を
修
了
し
て
い
る
こ
と
が
条
件

に
な
り
ま
す
。

定

員　
10
人

参
加
費　
無
料

協

力　
町
・
日
本
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
株
式
会
社

※
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
・
問 

あ
わ
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
☎
６
３
７・７
５
５
３
）

町
内
マ
ラ
ソ
ン
大
会

日

時　
２
月
４
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
集
合（
小
雨
決
行
）

※
荒
天
の
場
合
は
、
11
日（
日
）

ス
タ
ー
ト　

午
前
９
時
30
分　

場

所　
河
川
敷
運
動
公
園

種

目　
小
学
１
～
３
年
生　
　

男
女
２
㎞

　
　
　
　

小
学
４
～
６
年
生　
　

男
女
３
㎞

　
　
　
　

中
学
・
高
校
生　
　
　

男
女
３
㎞

　
　
　
　

一
般　
　
　
　
　
　
　

男
女
３
㎞

　
　
　
　

40
歳
以
上　
　
　
　
　

男
女
３
㎞

対
象
者　
町
内
在
住
又
は
町
内
在
勤
者

申
込
期
限　
１
月
19
日（
金
）

申
込
先　
○
小
・
中
学
生
は
各
学
校

　
　
　
　

○
高
校
生
以
上
は
町
民
体
育
館

主

催　
町
体
育
協
会

問 

町
民
体
育
館（
☎
６
９
２・１
１
１
５
）

　
　

嘱
託
職
員
募
集

業
務
内
容

○
高
齢
者
の
介
護
や
生
活
の
相
談
に
関
す
る

　

こ
と

○
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る

　

こ
と
等

資

格

　

保
健
師
・
社
会
福
祉
士
・
主
任
介
護
支
援

専
門
員
・
介
護
支
援
専
門
員
の
い
ず
れ
か
の

資
格
を
有
す
る
こ
と

勤
務
場
所　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

勤
務
期
間　
平
成
30
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　

平
成
31
年
３
月
31
日

募
集
人
数　
２
名

登
録
方
法　
市
販
の
Ａ
４
版
の
履
歴
書
１
通

　
　
　
　
　
（
写
真
貼
付
）、「
町
税
等
の
納
税

　
　
　
　
　

状
況
調
査
同
意
書
」及
び
資
格

　
　
　
　
　

証
等
の
写
し
を
地
域
包
括
支
援

　
　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
に
提
出
し
て
く
だ
さ

　
　
　
　
　

い
。

※「
町
税
等
の
納
税
状
況
調
査
同
意
書
」の
様

式
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

受
付
期
間　
１
月
16
日（
火
）～
31
日（
水
）

　
　
　
　
　
（
土
・
日
除
く
）

※
勤
務
条
件
等
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
３
７・３
１
７
５
）

優良運転者表彰の申請は
₁月25日まで

　　交通安全協会による優良運転者表彰の候
補者を募集しています。

◆対象者
　交通安全協会の会員で、運転免許を保有し

ている方のうち、次のいずれかの条件に該当
する方

　①10年以上無事故・無違反であること（地区
　交通安全協会表彰）

　②15年以上・20年以上・30年以上無事故・無
　違反であること（徳島県警察本部長・徳島
　県交通安全協会長連名表彰）

　
◆申請に必要な物
　・運転免許証
　・印鑑

◆申請期限
　₁月25日（木）午後₅時

 申 ・問 総務課　（☎637・3111）
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阿
波
踊
り
体
操
で
健
康
づ
く
り

日

時　
１
月
17
日（
水
）、２
月
７
日（
水
）・

　
　
　
　

21
日（
水
）　

午
前
10
時
～
11
時

場

所　
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

内

容　
阿
波
踊
り
体
操
等
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見

　
　
　
　

な
が
ら
行
い
ま
す
。

参
加
費　
無
料

準
備
物　
タ
オ
ル
、
飲
物

※
運
動
し
や
す
い
服
装
・
靴
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

申
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
当
日
、
会

　

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

主

催　
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

　
　
　
　
「
藍
愛
グ
ル
ー
プ
」運
動
部  

郷
土
料
理 

冬
野
菜
を
使
っ
た
ば
あ
ば
の
味

日

時　
１
月
29
日（
月
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
１
時

場

所　
女
性
セ
ン
タ
ー
調
理
室

内

容　
調
理
実
習

　

祖
母
か
ら
教
わ
り
、
母
か
ら
娘
へ
、
次
の

　

世
代
へ
継
ぐ
料
理
。
地
産
野
菜
を
食
べ
て

　

健
康
を
維
持
し
ま
し
ょ
う
。

　

①
山
菜
お
こ
わ　

②
そ
ば
米
汁

　

③
な
ま
す（
白
身
魚
入
り
）　

④
デ
ザ
ー
ト

定

員　
20
人（
申
込
順
）

参
加
費　
５
０
０
円

準
備
物　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
手
ふ
き
用

　
　
　
　

タ
オ
ル
、
マ
ス
ク

申
込
期
限　
１
月
18
日（
木
）

主

催　
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

　
　
　
　
「
藍
愛
グ
ル
ー
プ
」生
活
環
境
部

健
康
づ
く
り
講
座

日

時　
１
月
26
日（
金
）

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分（
受
付
９
時
45
分
か
ら
）

場

所　
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

内

容　
講
演

　
「
あ
る
日
突
然
救
急
車
で
運
ば
れ
な
い
た
め
に

　

～
心
臓
病
や
脳
卒
中
へ
の
心
が
ま
え
～
」

講

師　
井
内 

新
氏

　
　
　
　
（
東
徳
島
医
療
セ
ン
タ
ー
副
院
長
）

申
込
期
限　
１
月
19
日（
金
）

　

当
日
、
ご
家
庭
の
汁
物
の
塩
分
測
定
を
実

施
し
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
50
㏄
程
度

を
容
器
に
入
れ
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

健
康
づ
く
り
講
習
会

～
保
健
栄
養
推
進
員
に
よ
る
講
習
会
～

日

時　
２
月
16
日（
金
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
１
時

場

所　
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

内

容

　

テ
ー
マ「
健
康
づ
く
り
は
ま
ず
自
分
か
ら
」

　

調
理
実
習 

～
減
塩
レ
シ
ピ
～

　
（
ご
は
ん
、
鶏
肉
の
お
か
か
ま
ぶ
し
、
柚
子
胡

椒
風
味
の
和
え
物
、
じ
ゃ
が
い
も
の
味
噌
汁
）

定

員　
20
人（
申
込
順
）

参
加
費　
無
料

準
備
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
ふ
き
タ
オ
ル

申
込
期
限　
１
月
31
日（
水
）

男
性
料
理
教
室

日

時　
２
月
６
日（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

場

所　
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

内

容　
調
理
実
習

　
　
　
　
（
炊
き
込
み
ご
は
ん
、 

白
和
え

　
　
　
　

ほ
か
）

対
象
者　
男
性

定

員　
24
人（
申
込
順
）

参
加
費　
５
０
０
円

準
備
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
タ
オ
ル

申
込
期
限　

 

１
月
26
日（
金
）

主

催　
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

　
　
　
　
「
藍
愛
グ
ル
ー
プ
」

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
講
座

　

自
分
や
あ
な
た
の
周
り
の
方
へ
の
こ
こ
ろ

の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か
。

日

時　
２
月
23
日（
金
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場

所　
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

内

容　
「
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
」

講

師　
小
西 

友
氏

　
　
　
　
（
藍
里
病
院　

臨
床
心
理
士
）

対
象
者　
町
民

参
加
費　
無
料

申
込
期
限　
２
月
21
日（
水
）

楽
し
い
食
卓　

毎
日
元
気
!!

～
子
育
て
を
応
援
し
ま
す
～

季
節
野
菜
の
簡
単
料
理
と
手
作
り
お
や
つ

日

時　
２
月
13
日（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

場

所　
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

内

容　
調
理
実
習

　
　
　
　
（
里
芋
の
焼
き
コ
ロ
ッ
ケ
、
り
ん

　
　
　
　

ご
ケ
ー
キ　

ほ
か
６
品
）

対
象
者　
小
学
６
年
生
ま
で
の
子
育
て
に
関

　
　
　
　

わ
っ
て
い
る
方

定

員　
20
人（
申
込
順
）

参
加
費　
３
０
０
円

準
備
物　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
手
ふ
き
用

　
　
　
　

タ
オ
ル

申
込
期
限　
１
月
31
日（
水
）

主

催　
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

　
　
　
　
「
藍
愛
グ
ル
ー
プ
」食
育
部

申
・
問 

保
健
セ
ン
タ
ー （
☎
６
９
２・８
６
５
８
）

保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ
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受講期間：₂月₉日～₃月16日（全₆回）
受講資格：20歳以上の町内在住又は町内在勤者（学生を除く）
申込期間：₁月15日（月）～26日（金）午前₉時～午後₅時
入力操作のできる方が対象です。
○各講座、定員を超えた場合は、抽選を行います。当選者の方には、₁月31日（水）までに

書面で通知します。
○応募者が少ない講座は、開講しないことがあります。
○各講座は、材料費等（テキスト代）が別途必要となります。
○受講日・受講時間は、都合により変更する場合があります。
○申込期間を過ぎても、空きがあれば受講できます（受講料は変わりません）。

 申 ・問 コミュニティセンター〈役場4階〉 （☎637・3130）（火曜日休館）

講　座　名 曜日 時間 定員 受講料 用意する物 場所

パワーポイント
講座 （昼）

毎　週
金曜日 午後₁時30分～₃時 10人 4,000円 筆記用具

テキスト 町民情報プラザ

パワーポイント
講座 （夜）

毎　週
金曜日 午後₇時30分～₉時 10人 4,000円 筆記用具

テキスト 町民情報プラザ

コミセンパソコン教室生徒募集

新講座!! プレゼンテーションの強い味方、
パワーポイントを学んでみませんか  

ス
キ
ー
・
ス
ノ
ボ
ー
体
験
教
室

　

今
年
は
、
井
川
・
腕
山
ス
キ
ー
場
に
行
き

ま
す
。
最
少
催
行
人
数
は
15
人
で
す
。

　

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日

時　
２
月
24
日（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
７
時
出
発

　
　
　
　
　

午
後
６
時
30
分
頃
帰
町

集
合
場
所　
総
合
施
設
駐
車
場

対
象
者　
小
学
３
年
生
以
上
の
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
　

ク
ラ
ブ
会
員

定

員　
20
人（
申
込
順
）

参
加
費　
中
学
生
ま
で
８
千
円

　
　
　
　
　

一
般
１
万
円

申
込
開
始　
１
月
17
日（
水
）か
ら

※
２
月
16
日（
金
）以

後
の
キ
ャ
ン
セ
ル

は
参
加
費
を
返
金

で
き
ま
せ
ん
。

藍
住
歩
こ
う
会

「
新
春
・
三
社
参
り
コ
ー
ス
」

　

町
内
の
春
日
・
諏
訪
・
住
吉
神
社
を
ま
わ

り
ま
す
。
約
７
km
の
コ
ー
ス
で
す
。

日

時　
１
月
21
日（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
11
時

集
合
場
所　
体
育
セ
ン
タ
ー
前

参
加
費

　

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
個
人
会
員 

無
料

　

個
人
会
員
以
外　

３
０
０
円（
保
険
料
）

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し

　

ま
す
。

大
麻
山
登
山
教
室

　

風
は
冷
た
く
て
も
体
は
温
か
い
！
一
緒
に

温
ま
り
ま
し
ょ
う
。

日

時　
２
月
４
日（
日
）午
前
９
時
出
発

集
合
場
所　
大
麻
比
古
神
社
駐
車
場

参
加
費　
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員　

無
料

　
　
　
　
　

会
員
以
外
５
０
０
円（
保
険
料
）

※
昼
食
・
コ
ッ
プ
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
集
合
場
所
ま
で
行
く
こ
と
が
困
難
な
方
は

集
合
時
間
の
30
分
前
に
体
育
セ
ン
タ
ー
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
・
問 

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
☎
６
９
２・５
０
０
０
）

あ
い
っ
こ「
う
ど
ん
体
験
隊
」

～
う
ど
ん
手
打
ち
体
験
を
し
て

と
ら
ま
る
公
園
で
遊
ぼ
う
～

日

時　
２
月
３
日（
土
）午
前
９
時
15
分
集
合

　
午
前
９
時
30
分
バ
ス
出
発
・
午
後
４
時
頃
帰
着
予
定

集
合
場
所　
総
合
施
設
駐
車
場

行
き
先　
中
野
う
ど
ん
学
校
高
松
校

　
　
　
　
　

と
ら
ま
る
公
園

対
象
者　
小
学
生
以
上
・
３
年

　
　
　
　
　

以
下
大
人
同
伴

定

員　
40
人（
申
込
順
）

参
加
費　
１
人
千
円（
保
険
代
含
む
）

申
込
開
始　
１
月
15
日（
月
）か
ら

申
込
方
法　
教
育
委
員
会
に
参
加
費
を
添
え

　
　
　
　
　

て
申
し
込
み
く
だ
さ
い

主

催　
藍
住
子
育
て
環
境
づ
く
り「
あ
い
っ
こ
」

申
・
問 

教
育
委
員
会
内「
あ
い
っ
こ
」事
務
局

（
☎
６
３
７・３
１
２
８
）

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
か
ら
の
お
知
ら
せ
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自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
の

「
終
活
を
考
え
る
会
」

　

も
し
自
分
の
身
に
何
か
が
起
こ
っ
た
と

き
、
ご
家
族
が
困
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
元
気
な
今
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
れ

か
ら
の
生
き
方
や
、
新
た
な
人
生
設
計
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

相
続
・
遺
言
・
成
年
後
見
を
テ
ー
マ
と
し

て
、 「
自
分
ら
し
い
生
き
方
を
考
え
る
会
」を

開
催
し
ま
す
。
今
や
終
活
は
、
誰
も
が
抱
え

る
テ
ー
マ
で
す
。

日

時　
３
月
１
日（
火
）

　
　
　
　

午
後
３
時
～
４
時

場

所　
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

　
　
　
　
（
図
書
館
２
階
）

講

師　
行
政
書
士

　
　
　
　
（
コ
ス
モ
ス
成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト

　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
）

定

員　
15
人（
申
込
順
）

参
加
費　
無
料

※
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
参
加
者
に
は
、
伝
え
た
い
こ
と
を
１
冊
に

ま
と
め
ら
れ
る
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を

贈
呈
し
ま
す
。

申
・
問 

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
☎
６
７
９・１
８
４
８
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時
受
付

成
年
後
見
・
相
続
・
遺
言

無
料
相
談
会

　

認
知
症
等
に
よ
っ
て
判
断
能
力
が
不
十
分

に
な
っ
た
た
め
に
、
日
常
生
活
で
不
利
益
を

被
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、「
成
年
後
見
制

度
」が
あ
な
た
や
家
族
を
守
り
ま
す
。 

　

偶
数
月
第
１
水
曜
日
に
無
料
相
談
会
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

日

時　
２
月
７
日（
水
）午
後
１
時
～
３
時

場

所　
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
相
談
室

問 

一
般
社
団
法
人
コ
ス
モ
ス
成
年
後
見

　
　
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
徳
島
県
支
部

　
　
　
徳
島
市
東
沖
洲
二
丁
目
１

−

８

　
　
　
県
行
政
書
士
会
館
内

（
☎
６
７
９・４
４
４
０
）

マ
リ
ッ
サ
と
く
し
ま
か
ら
の

お
知
ら
せ

マ
ッ
チ
ン
グ
会
員
募
集

　

と
く
し
ま
マ
リ
ッ
ジ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー（
マ

リ
ッ
サ
と
く
し
ま
）の
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
は
、

結
婚
を
真
剣
に
希
望
す
る
20
歳
以
上
の
独

身
者
の
１
対
１
の
出
逢
い
を
サ
ポ
ー
ト
。
会

員
登
録
が
完
了
し
た
ら
、
相
手
の
プ
ロ
フ
ィ
ー

ル
情
報
を
検
索
し
、
気
に
な
る
相
手
へ
の
引

合
せ
を
申
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問 

マ
リ
ッ
サ
と
く
し
ま

　
　
（
☎
６
５
６・１
０
０
２

　
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
６
５
６・１
０
０
８
）

　
Ｅ
メ
ー
ル（msc@marissa-tokushima.com

）

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
情
報

認
知
症
の
母
親
が
高
価
な

着
物
を
買
っ
て
い
た
！

　
「
母
親
の
認
知
症
が
進
行
し
、
不
在
中
に

高
額
な
着
物
を
幾
つ
も
買
っ
て
い
た
」と
い

う
契
約
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
り
ま
す
。
悪
質
な
業

者
は
、家
人
の
不
在
を
見
計
ら
っ
て
訪
問
し
、

次
々
と
高
額
商
品
を
勧
め
、
次
々
に
売
り
つ

け
よ
う
と
し
て
き
ま
す
。

　

近
年
は
、
高
齢
者
の
契
約
ト
ラ
ブ
ル
が
増

加
し
て
お
り
、
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
は
周
囲

の
人
々
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
身
近
な
高

齢
者
が「
変
だ
な
ぁ
」と
感
じ
た
ら
、
本
当
に

必
要
な
物
か
ど
う
か
考
え
る
よ
う
声
を
か
け

て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
経
緯
を
確
認

し
、
被
害
が
あ
る
と
感
じ
た
ら
、
早
め
に
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

困
っ
た
と
き
の
相
談
窓
口

『
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
』

　

消
費
生
活
相
談
員
２
名
が
無
料
で
相
談
を

受
け
付
け
ま
す
。
不
安
な
と
き
、
困
っ
た
と

き
は
お
気
軽
に
連
絡
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。

相
談
日
時　
月
～
金
曜
日（
祝
日
除
く
）

　

午
前
10
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
３
時

場

所　
消
費
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー（
図
書
館
２
階
）

　
　
　
　
　
　
　

     

泣 

く  

い
や
よ
は
こ
こ
！

問 

専
用
電
話（
☎
６
７
９・１
８
４
８
）

　
　
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン（
局
番
な
し
１
８
８
！
）

健
康
問
題
改
善
の
た
め
の
運
動

教
室（
町
国
民
健
康
保
険
事
業
）

活
力
ア
ッ
プ
春
に
向
け
て
の
運
動
教
室

　
「
内
臓
脂
肪
を
減
ら

し
た
い
」「
血
糖
値
・
血

圧
値
・
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
値
や
中
性
脂
肪
値
を
改
善
し
た
い
」「
体
重

を
減
ら
し
た
い
」な
ど
、
健
康
問
題
を
改
善

す
る
た
め
に
は
運
動
習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
ど
の
よ
う
な
運
動
を
実
践

し
た
ら
よ
い
か
学
び
実
践
す
る
た
め
の
教
室

で
す
。

日

時　
２
月
１
日
、
８
日
、
15
日
、
22
日

　
　
　
　
（
い
ず
れ
も
木
曜
日
）

　
　
　
　

午
後
６
時
か
ら
７
時
30
分
ま
で

場

所　
老
人
保
健
施
設
昴

　
　
　
　
（
稲
次
整
形
外
科
病
院
北
側
隣
接
）

内

容　
健
康
の
た
め
の
効
果
的
な
運
動
方

　
　
　
　

法
に
つ
い
て

　
　
　
　
（
講
義
も
含
め
た
実
技
）

講

師　
医
療
法
人
凌
雲
会

　
　
　
　

作
業
療
法
士
、
理
学
療
法
士
な
ど

対
象
者　
40
～
74
歳
の
町
民

※
健
康
問
題
を
改
善
す
る
た
め
に
運
動
習
慣

　

を
つ
け
た
い
方

定

員　
15
人

参
加
費　
無
料　

服

装　
運
動
し
や
す
い
服
装
、
運
動
靴

準
備
物　
汗
ふ
き
タ
オ
ル
・
飲
物

申
・
問 

老
人
保
健
施
設
昴

　
　
　
　
　
　
担
当
：
西
山
・
河か

わ
の野

（
☎
６
９
２・０
７
０
０
）
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●
●
● 

図
書
館
の
行
事 

●
●
●

お
は
な
し
会（
毎
週
日
曜
日
）

　

午
前
11
時
～
11
時
30
分

あ
か
ち
ゃ
ん
絵
本
の
読
み
き
か
せ
会

　

１
月
24
日（
水
）、
２
月
14
日（
水
）

　

午
前
10
時
30
分 

～ 

11
時

休
館
日

　
毎
週
月
曜
日

　
図
書
整
理
日　

１
月
18
日（
木
）

　

祝
　
　
　
日　

２
月
11
日（
日
）

◎
特
別
整
理
休
館

　

２
月
15
日（
木
）～
２
月
22
日（
木
）

　

こ
の
期
間
、
特
別
整
理（
蔵
書
点
検
）の

た
め
休
館
し
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま

す
が
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
・
絵
本
の
引
替
え

　
は
お
済
み
で
す
か

　

町
で
は
、
出
生
届
提
出
時
に
絵
本
引
替

用
紙
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

　

引
替
有
効
期
間
内（
６
か
月
以
内
）に
図

書
館
で
引
替
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

図
書
館 （
☎
６
９
２・０
０
７
０
）

藍
の
館
イ
ベ
ン
ト
案
内

　

第
１
月
曜
日 　

ぞ
め
き
演
奏

　

第
１
日
曜
日 　

琵
琶
演
奏
体
験

　

第
２
日
曜
日　

 

横
笛
・
尺
八

　

第
３
日
曜
日 　

琴
演
奏
体
験
学
習

　

第
４
日
曜
日　

 

梅
若
流
民
謡
啄
穂
会

※
各
演
奏
・
体
験
は
午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
（
ぞ
め
き
演
奏
の
み
午
後
２
時
ま
で
）

問 

藍
の
館 （
☎
６
９
２・６
３
１
７
）

　

風
情
の
あ
る
お
屋
敷
の
中
で
、
藍
染
体

験
が
で
き
ま
す
。
天
然
藍
で
思
い
出
の
あ

る
洋
服
な
ど
を
染
め
て
み
て
は
い
か
が
で

す
か
。
染
め
物
持
込
み
に
よ
る
藍
染
体
験

も
で
き
ま
す
。
自
然
素
材
の
木
綿
・
麻
・

シ
ル
ク
は
よ
く
染
ま
り
ま
す
。（
形
状
記
憶
・

Ｕ
Ⅴ
カ
ッ
ト
は
不
可
）

持
込
み
体
験
価
格

　

１ｇ
15
円
・
シ
ル
ク
１ｇ
30
円

※
家
紋
ほ
か
ご
希
望
の
柄
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

「
広
報
あ
い
ず
み
」に
関
す
る
お
知
ら
せ

　
「
広
報
あ
い
ず
み
は
、
毎
月
15
日
に
発
行
し
て
い
ま
す
。
配
布
は
、
徳
島
新
聞
、
読
売
新
聞
、

朝
日
新
聞
の
折
り
込
み
に
よ
り
行
っ
て
い
ま
す
が
、
ご
近
所
や
お
知
り
合
い
に
新
聞
を
購
読
さ

れ
て
い
な
い
な
ど
の
理
由
で
届
い
て
い
な
い
お
宅
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
別

途
郵
送
に
よ
り
お
届
け
し
ま
す
。
な
お
、 「
広
報
あ
い
ず
み
」は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

申
・
問 

企
画
政
策
課（
☎
６
３
７・３
１
２
４
）

　　

　「ひきこもってる子どもに、どう対応すれば良いのだろう」「相談できるところはあるのだろうか」家族だけで抱えて、
悩んでいませんか。

家族としての対応、本人へのサポートについて、一緒に考えてみませんか？
●平成29年度後期　家族教室　開催日程●
　　第₁回：₁月18日（木）　「ひきこもり」について
　　第₂回：₂月15日（木）　「精神障がい / 発達障がい」について
　　第₃回：₃月15日（木）　「コミュニケーション」について
　時　　間：午後₁時30分～₃時30分
　場　　所：県精神保健福祉センター
　参　加　費：無料

 申・問 県精神保健福祉センター（ひきこもり地域支援センター『きのぼり』）
　　　　 〒770-0855　徳島市新蔵町₃丁目80番地 （☎602・8911）
　　　　 受付時間：午前₉時～午後₄時（土・日・祝日除く）
 ※ご不明な点などありましたら、お気軽にお問い合わせください。ひきこもりの個別相談にも応じています。

ひきこもり家族教室

　家族教室は、そもそもひきこもりとはどういった状態なのか、関連する疾病、家族内のコミュニケーションなど、
ひきこもりの方を支える上でご家族に必要な基礎的知識や対応のヒントなどを身につけることを目的とした、₃回1
クールのプログラムです。
　ひきこもっている本人にとって、他者との関わりは家族が中心である場合がほとんどです。本人が再度社会とつな
がるための自信と勇気を持つためには、エネルギーの回復が必要であり、そのためには安心できる環境や家族との良
好な関係が欠かせません。また、家族自身もゆとりを持ってそれぞれの生活を楽しむことが大切です。
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　地域の皆さんが健康で活力ある生活を送れるよ
う、健康チェックや健康体操、お話、レクリエーショ
ン等の内容で各地域老人憩の家で開催しますので、
お気軽にご参加ください。

開催日 曜日 時　間 場　所 内　容

１月15日 月 午後１時30分～３時 東部老人憩の家 健康チェック
室内スポーツ

１月15日 月 午後１時30分～３時 住吉老人憩の家 健康チェック
室内スポーツ

１月17日 水 午前９時30分～11時 江ノ口老人ルーム 健康チェック
らくらくボール体操（運動指導士）

１月17日 水 午後１時30分～３時 徳命老人憩の家 健康チェック
カラオケ

１月19日 金 午後１時30分～３時 東中富老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

１月22日 月 午前９時30分～11時 乙瀬老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

１月22日 月 午後１時30分～３時 奥野老人憩の家 健康チェック
らくらくボール体操（運動指導士）

２月５日 月 午後１時30分～３時 東部老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

２月６日 火 午後１時30分～３時 西部老人憩の家 健康チェック
レクレーション

２月７日 水 午後１時30分～３時 富吉老人憩の家 健康チェック
らくらくボール体操（運動指導士）

住所、年齢に関係なく、ご都合のよい会場にお越しください。
内容：健康チェック（血圧測定、検尿）・健康体操、レクリエーショ
　　  ン等を行っています。
問 　社 会 福 祉 協 議 会 （☎692・9951）

地域包括支援センター （☎637・3175）

いきいきサロンのご案内

12月
届出おくやみ申し上げますおくやみ申し上げます12月

届出

地域の子どもは、
　　地域で守り育てましょう
地域の子どもは、
　　地域で守り育てましょう

子どもは、私たちの宝です

藍住町青少年健全育成会議

藍住町民生委員児童委員協議会

藍 住 町 P T A 連 合 会

板野西部青少年補導センター

（氏　名） （年　齢） （住　　所）

板　東　サチ子 80歳 矢上字原

小　亀　崇　利 87歳 富吉字豊吉

近　藤　美　代 93歳 奥野字前川

秦　　　幹　夫 70歳 乙瀬字出来地

梶　　　俊　彰 77歳 勝瑞字正喜地

笠　井　　　進 69歳 勝瑞字東勝地

加　戸　布　夫 85歳 笠木字中野

髙　田　ヤスヱ 92歳 徳命字元村東

吉　田　 　平 85歳 勝瑞字東勝地

松　下　　　弘 49歳 富吉字穂実

（子の氏名） （ふりがな） （性別） （父） （母） （住　　所）

鮫　島　聡　介 （そうすけ） 男 洋 介 ・ 明 子 奥野字猪熊

森　道　春　乃 （は る の） 女 裕 太 ・ 愛 子 乙瀬字青木

中　村　明　桜 （め い さ） 女 ヴォーキー・
アンドリュー ・ 知奈美 勝瑞字正喜地

藤　原　鳳　牙 （ほ う ば） 男 貴 大 ・ 美 和 富吉字須崎

小　山　友珠花 （ゆ ず か） 女 剛 史 ・ 尚 実 東中富字西傍示

山　田　結　月 （ゆ づ き） 女 大 智 ・ 晴 菜 奥野字猪熊

住　瀬　奏　翔 （か な と） 男 晃 平 ・ 美 月 東中富字北傍示

髙　瀨　流　都 （る い と） 男 裕 次 ・ 恵 実 富吉字穂実

板　東　晄　希 （こ う き） 男 宏 晃 ・ 美 幸 矢上字原

椋　本　偉　仁 （い　 と） 男 寛 史 ・ 真 由 乙瀬字乾

石　本　はるの （は る の） 女 祐 ・ 里 紗 住吉字藤ノ木

立　花　明　莉 （あ か り） 女 茂 紀 ・ 裕 美 奥野字長江口

森　川　心　晴 （み は る） 女 詩 音 ・ 奈 帆 住吉字千鳥ヶ浜

川　原　穂　花 （ほ の か） 女 正 弘 ・ 理 沙 乙瀬字乾

齊　藤　幸　村 （ゆきむら） 男 佳 之 ・ 真 世 勝瑞字東勝地

い
く
度
も
鈴
な
り
の
柿
数
へ
居
り　
　
　
　
　

久
次
米
守
夫

本
日
は
吉
日
な
り
と
木
の
実
落
つ　
　
　
　
　

吉
田　

京
湖

地
蔵
尊
凍
て
る
夜
明
け
を
見
詰
め
お
り　
　
　

佐
藤
友
木
子

篝シ
ク
ラ
メ
ン

火
花
何ど

こ処
を
照
ら
す
か
燃
え
る
火
で　
　
　

坪
平　

洋
子

群む
ら

時し

ぐ

れ雨
空
の
御
機
嫌
儘
な
ら
ぬ　
　
　
　
　
　

河
野
昭
三
郎

水
気
み
な
天
に
返
し
て
落
葉
か
な　
　
　
　
　

平
岡　

育
子

国
言
葉
は
ず
む
一
座
や
河
豚
の
鍋　
　
　
　
　

伊
藤
た
つ
お

孤
独
か
な
ポ
イ
ン
セ
チ
ア
の
鉢
抱
け
ば　
　
　

田
子
閑
野
子

開
戦
を
知
ら
ぬ
親
と
子
十
二
月　
　
　
　
　
　

秋
月　

秀
月

枯
菊
の
火
と
な
る
音
の
い
さ
ぎ
よ
し　
　
　
　

出
見　

啓
子

町
民
の
方
を
対
象
に
俳
句
・
短
歌
を
募
集
し
て
い
ま
す

▼
ハ
ガ
キ
に
作
品（
１
人
１
句
又
は
１
首
）と
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記

入
し
て
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。
選
考
の
上
、
直
近
の
広
報
紙
へ
掲
載
し
ま
す
。

申 

〒
７
７
１・１
２
９
２ 

奥
野
字
矢
上
前
52
番
地
１　
企
画
政
策
課

上窪　青樹　選
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12月30.31、1月1.2.3は
年末年始で休診させていただきます。

医療法人
健美会

とくしま耳鼻咽喉科
クリニック

診療科目：耳鼻咽喉科・アレルギー科・気管食道科・小児科

診療時間

8:45～12:30

14:30～17:30

月 火 水 木 金 土 TEL088-683-3987（サンキューハナ）
マルナカ成長店　南 200mエネオスはいる

じ　　び　いん こう　か

西条北島線

徳島環状線
四国三郎橋▼

洋服の青山● ●釣具店

●陸運局

●
エネオスGSマルナカ成長店●

●はなまるうどん

N
とくしま
耳鼻咽喉科

㈳日本耳鼻咽喉科学会 認定 耳鼻咽喉科専門医
㈳日本アレルギー学会 認定 アレルギー専門医

院長　棚本　洋文

とくしま耳鼻科 検索

MASUDA
CLINIC

増田クリニック
TEL:088-693-3020
藍住町役場東 500m

健診・予防接種・禁煙指導承ります。
●診療科目：内科・循環器科

心臓血管外科・ペインクリニック内科

診療時間 月 火 水 木 金 土
○ ○ ○ ○

／

○

○ ○ ○ ○

○
5:30
まで

午前9:00～12:30

午後2:30～　6:30

TEL（088）635-8461　藍住町東中富字西安永133－59
放課後等デイサービス

藍住町東中富字西安永133－59

支援を必要とする子ども（学童）に放課後の支援をご提供します。
月～土月～土（9：30～17：30）
就労支援サービス
知的障がいのある人に福祉就労支援をご提供します。
月～土（9：30～ 15：30）

送迎サービスも行っておりますのでご相談ください

板野南小学校

ファミリー
マート

オレンジ
ノート

TEL（088）635-8461 藍住町東中富字西安 133－59安藍住町東中富字西安藍住町東中富字西安永永 9133－59133－59

オレンジノートオレンジノート
ＮＰＯ法人　藍住町手をつなぐ育成会

※このページの広告収益は防災事業に役立てられています。

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

。

おめでとう おめでとう

　11月27日に、炭谷さんが通所されている施設を石川町長が慶祝訪問し、祝い状と
祝い金を贈呈しました。　
　お祝い会で施設の皆さんからも祝福されると、「ありがとうございます」と大きな
声でお礼の言葉を述べられていました。　
　毎日３食以外におやつを食べるほど食欲も旺盛。足腰も丈夫で、シルバーカーを
押して歩くなど元気に過ごされています。　
　これからもお元気にお過ごしください。

（11月25日現在、町内の100歳以上の方は、男性₁人　女性17人）

　₄月₁日から平成31年₃月31日までの広告主を募集しています。詳細は町ホームページをご覧になるか、お問
い合わせください。

町ホームページバナー広告
広告料　1枠当たり月額10,000円
大きさ　縦60ピクセル　横150ピクセル

広報あいずみ広告
広告料　１枠１回当たり18,000円
広告枠　１枠当たり縦60mm×横90mm

募集期限　いずれも２月28日（水）
申・問 企画政策課（☎637・3124）

炭谷　ツユ子さん（勝瑞） 大正₆年11月25日生まれ

100歳おめでとうございますおめでとう おめでとう

平成30年度 町ホームページバナー広告・広報あいずみ広告主募集
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